




















































































本稿では，筆者らが，1999 年（「第Ⅰ期：設立・整備期」）／ 2007 年（「第Ⅱ期：成長・定着期」）










（2001 年～ 2008 年）
「第 9回世界湖沼会議守山セッション」開催




























































のアンケート調査については，1999 年調査（「第Ⅰ期：設立・整備期」）／ 2007 年調査（「第Ⅱ期：
成長・定着期」）／ 2015 年調査（「第Ⅲ期：成熟・転換期」）の 3時点（3つのフェーズ）で実施
してきている *6。会員アンケート調査については，郵送法により実施し，調査対象者数（会員数）は，
















（会員数） 392 人 363 人 324 人
回答者数 203 人 228 人 223 人

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































助金研究成果報告書（基盤研究（C），2014 ～ 2016 年度）），59-75．
山添史郎・野田浩資，2017，「『びわこ豊穣の郷』の展開プロセス」野田浩資編『多主体連携による持続
可能な地域社会経営―共創型環境ガバナンスの構築過程の検証』（日本学術振興会科学研究費補助





検証』（研究代表者：野田浩資〔京都府立大学〕，2014 ～ 2016 年度）による研究成果の一部である。
（2017 年 10 月 2 日受理）
（やまぞえ　しろう　滋賀県日野町役場長寿福祉課／日野町地域包括支援センター主任）
（つかもと　としゆき　福井県立大学看護福祉学部教授）
（しもうら　しんぺい　高知大学地域協働学部准教授）
（のだ　ひろし　京都府立大学公共政策学部教授）
